
子どもの声を聴き続けて

チャイルドラインOSAKA常設20周年記念誌
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はじめに

子ども情報研究センターで「チャイルドラインOSAKA」を常設して20年の月日が
たちました。
この間、多くの子どもが電話をかけてくれて、いろいろな声を届けてくれました。ま
た、多くのおとなが子どもの声を聴くために「子どもの権利条約」を学び、ボランティ
アとして電話の前に座りました。
私たちは電話を通じてたくさんの子どもに出会い、自分を見つめ直し、多くの仲間
と語り合い、この活動を続けてきました。

20年という節目を迎え、改めてこれまでの活動をふりかえり、子どもの声を聴くこ
との意味を問い直したいと冊子編集に取り組みました。
この春、成人年齢が18歳に引き下げられましたが、長い間日本では20年を一人
の人間がおとなになるのに有する時間と捉えていました。1994年に「子どもの権利
条約」が日本で批准されてから27年。社会に浸透する十分な時間が経過したはず
なのに、子どもの権利は未だ保障されていると言いがたい現状があります。それど
ころか少子高齢化の波を受け、小さな声はますます届きにくくなっているように感じ
ます。

コロナ禍で、子どもの自殺が増加しているという報道がありました。その背景には
様々な要因があるのかもしれませんが、子どもにとってこの社会が生きづらくなっ
てないか、おとなたちに問われていると受けとめました。子ども個人の問題として切
り離さず、子ども側に立った視点で社会を見直す必要があると思います。
子どもは社会を構成する大切なパートナーです。今一度襟を正し、子どもの声に
耳を傾けるところから始めたい、これまでチャイルドラインを通じて出会ってきたたく
さんの子どもの姿が浮かびました。

大切なあなたの時間を使って電話をかけてきてくれてありがとう。
これからも電話を通じてまるごとの「あなた」を受けとめていきます。

これは、私たちの決意表明です。

2022年５月吉日 チャイルドラインOSAKA
代表 今橋千晶



チャイルドラインOSAKA20年の歩み

Ⅰ：子どもの声を聴く場を求めて チャイルドライン立ち上げ前夜

1994年 「子どもの権利条約」の国内批准

法人名を「子ども情報研究センター」と変更

1995年 ティーンズのための電話相談「ユアボイス」開局

1999年 『子どもアドボキット養成講座』9/11～1/16

2000年 「10代のためのアクセスライン」

第1回スポット電話（1/20～22）午後3時～翌午前3時

「子どもの日チャイルドライン」参加（5/5～7 48時間実施）

『子どもアドボキット養成講座』9/9～11/11

ステップアップ合宿講座 10/21～22

チャイルドラインとわたし
今となっては、どういうきっかけだったか忘れてしまったけれど、チャイルドライ

ンの受け手養成講座を知り、受講しました。「チャイルドライン」自体も知らず、子
どもが話したいことを話せる電話って？ まずは単純な興味、好奇心から行ってみよ
うと思いました。少年法について少し勉強していて、保護主義の考え方しか知らな
かったので、アドボカシーとかエンパワメントというものがとても新鮮で、そして少
し戸惑いながら受講したことを覚えています。そして、なにより同期のみなさんとの
出会いが私にとってとても大きな、大事な出来事です。
これまで知らなかったことを知る機会ぐらいに捉えて、受け手として活動すること

は正直考えていませんでした。そんな私がけっこうマメに受け手として通ったのは、
同期の受講生のみんなに魅力があって、チャイルドラインに行けばみんなに会える、
話しができると思ってのことでした。まだまだ知られていなかったからか、ひんぱん
に電話がかかってくるということもなく、あれやこれやと話をしたり、かかってきた
電話のことを話し合い、共有する。その時間、空間は私にとって大きなものでした。
一度地元に帰りましたが、また戻ってこようと決心したのも、チャイルドラインで

の経験があったからだと思っています。今は、法人の事務局としてのかかわりですが、
これからどうかかわっていけるのか、自分としても楽しみです。(ｓ・ｍ）



第1回子どもアドボキット養成講座
プログラム

第1回スポット電話のお知らせ

アクセスライン広報用カード
子どもの日チャイルドライン
参加の案内



チャイルドラインOSAKA20年の歩み

Ⅱ：チャイルドラインOSAKA立ち上げから現在まで

2001年 「チャイルドラインOSAKA」常設化開始（1/12～）

★「10代のためのアクセスライン」より改称する

「子どもの日チャイルドライン」参加（5/5～6 24時間実施）

2002年 『子どもアドボキット養成講座』 7/27～9/7

2003年 チャイルドラインロンドン・ベルリンツアー（1/4～14）

『チャイルドラインOSAKA受け手養成講座』 8/23～10/25

チャイルドラインOSAKA20周年おめでとうございます。

2001年の手帳、1/12（金）に「チャイルドラインOSAKAス
タート3時〜9時」とあります。難波駅前、戎橋商店街の入り
口すぐにあった木造の旧精華小学校に間借りしていた子情研
の事務所兼会議室でのスタート。

事務局として開設準備にかかわるなかで「当事者である子ど
も自身が問題解決の主体となれるよう支援する」「当事者で
ある子ども自身が、自己肯定感、自己有用感をとりもどせる
ようエンパワメントを支援する」ことが大切なのだと学びま
した。

現在は、生活困窮者自立支援法にもとづく支援窓口で仕事を
していますが、子情研で学んだこのことが私の支えになって
います。

チャイルドラインの存在意義は高まるばかりですね。これか
らも息長く。

木村惠子
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チャイルドラインOSAKA20年の歩み

2004年 『チャイルドラインOSAKA受け手養成講座』 8/7～10/23

2005年 『子どもアドボキット養成講座』 1/28～3/18

チャイルドライン夢メッセージ展開始（～2010年）

2008年 合宿研修 2/16～17

全国統一番号・フリーダイヤル実施（11月～）

『チャイルドライン受け手ボランティア養成講座』12/13～1/17

（チャイルドラインとんだばやしと共催）

毎年子どもたちに出会うため
に様々なイベントを企画した
り、他団体と合同の養成講座
を企画したりと活動が活発に
なりました。ボランティアス
タッフも多く、チームを作り
積極的に取り組んでいました。

全国的なとりくみとして、これまでも期間限定で
全国統一番号・フリーダイヤルを実施していまし
たが、2008年11月から月～土のごご4時～9時で実
施となりました。



子どもに出会うために取り組んだイベント

スポーツ、芸能、文化、芸術等各界でご活躍の方が子どもたちへのメッセージを描
いた絵馬作品(絵画、文字、貼り絵等）を展示

＜開催場所＞キッズプラザ大阪（2005年/2006年）天保山マーケットプレイス
（2007年/2008年）松原市（2007年/2009年）湊町リバープレイス（2007年）大
阪市西淀川区、大阪市港区（2009年）マイカル茨木（2010年）

来場者が作成した絵馬も飾りました

毎年広報用チラシ
も作りました

来場者の前でオリジナルの紙芝居を披露し、
チャイルドラインについて知ってもらいました



チャイルドラインOSAKA20年の歩み

2009年 『チャイルドラインボランティア養成講座』10/31～12/５

（チャイルドラインひがしおおさかと共催）

2010年 『チャイルドラインボランティア養成講座』10/９～11/20

2011年 『子どもの声を聴けるおとな』養成講座 10/15～12/３

（チャイルドラインひがしおおさかと共催）

2012年 『隣る人』映画上映会 10/8 10時～/14時～

『子どもの声を聴けるおとな』養成講座 10/27～12/１

（チャイルドラインひがしおおさかと共催）

2013年

『子どもの声を聴けるおとな』養成講座

11/9～12/14



チャイルドラインの活
動はボランティアです
が、スタッフの交通費
や子どもたちに配布す
るカード代などいろい
ろ知恵を使って捻出す
る方法を考えました。

チャイルドラインのキャラクターを使って缶バッ
チを作成し、カンパのお礼などに配りました。

スタッフさんの力作！「移動ポケット」です！！いろいろなイベ
ントで資金集めのときに活用させていただきました。



チャイルドラインOSAKA20年の歩み

2014年 チャイルドラインいずみで合同研修 5/25

チャイルドラインすいた、ひがしおおさかと合宿研修 （7/26・27）

クラウドファンドで支援を募り大阪市内の小中学生やフリー スクー
ルに172,000枚のカード配布

2015年 『チャイルドライン ボランティア養成講座』 5/9～6/27
【公開講座】ネットにはまる子どもたち～困っているけどやめられない

大阪府立学校人権教育研究会「情報と人権チーム」のみなさん

大阪連絡会として府下の広報用カード未配布地域にカード発送開
始

2016年 スポットチャイルドライン(金曜日以外)開始

『ボランティア養成講座』 1/29～2/26

港区区長田端尚伸さん(当時)と「みなと～く」 9/24

子ども情報研究セン
ター編集・発行してい
る月刊『はらっぱ」で、
チャイルドラインOSAKA
が特集記事を担当しま
した。



チャイルドラインOSAKA20年の歩み

2017年 夏休み明け時間延長キャンペー参加（～2019年）

『～子どもの声を聴ける人になろう～
チャイルドラインボランティア養成講座～』開催1/29～2/26

【公開講座】若者たちが語る子ども時代

少しでも
「子どもの
権利」に関
心を持ても
らおうと公
開講座の企
画も工夫し
ました



チャイルドラインOSAKA20年の歩み

2018年 スポットチャイルドライン開催日を月1回日曜実施に変更
『チャイルドラインボランティア養成講座』 6/30～7/29

【公開講座】のお知らせを部門ニュースに掲載しました↓ ↓
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2019年 『チャイルドラインボランティア養成講座』

2020年 第1回緊急事態発令中（4／7～5／25）活動休止
動画メッセージ「～たいせつなあなたへ～」
作成&配信 たいせつなあなたへ

『チャイルドラインOSAKA受け手ボランティア養成講座』
オンラインにて実施
「イオン幸せの黄色いレシートキャンペーン」参加



電話着信件数の推移と考察
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・常設開始した2000年は1月から3月までの件数である。

・2008年11月より全国統一フリーダイヤルの試行を始めたが、翌
2009年度の2,391件がこの20年の最多であった。全国からかかる
電話を全国のチャイルドラインで受けるという体制に舵を切った
ことで、今まで以上に多様な子どもの声を聴く機会が増えた。ま
た、当時は2回線で電話をとっており、受け手も前半3名後半3名
の6人体制を取ることができた。

・その後、受信環境の変化もあり1回線で受けることになり、受
け手の疲弊を軽減するために受信後毎回ふりかえりを丁寧に実施
することになったことで、受信数はピーク時から半減した。

・2014年にクラウドファンディング実施、大阪市内の小中学生へ
広報カードを配布した効果なのか翌年以降の件数上昇につながっ
た。

・近年は金曜日以外の開設時間の増加に加え、無言電話が増えた
ことで年間1500件以上の受信がある。



子どもの声を聴き続けて～わたしたちの想い

20周年おめでとうございます。

チャイルドラインスタッフとして活動していた頃は、一生懸命耳を傾けることに
必死でした。活動を離れた今思うことは、子どもの心の叫びを直接聞ける貴重な場
であったと同時に、一人のおとなとしてあの時の子どもたちはどう過ごしているの
かなぁとふと思います。

コロナ禍で子どもたちは先の見えない不安や、新しい習慣に戸惑うことが多いと
思います。その中で子どもたちの話を聴く場があることがどれだけ大切なことか。

私自身もチャイルドラインの経験を活かして、また別の形で子どもたちの成長に
寄与していきたいと思っています。今後ともチャイルドラインOSAKAさまのますます
のご活躍をお祈りしています。

（元スタッフ S・.Y）

【チャイルドラインOSAKA 20周年を記念して】

2005年チャイルドライン支援センターの企画、「子どもたちに伝えたい わたし
の思い チャイルドライン 夢メッセージ展」で、各界でご活躍の著名な方たちの
絵馬とともに、展示サポートをするためチャイルドラインOSAKAに参加しました。当
時は、社会も、チャイルドラインOSAKAものんびり、ゆったりしていたように思いま
す。

翌年の研修後、受け手・支え手として10年余、東日本大震災、そしてコロナ禍

今、まさに、子どもたちの気持ちを聴く、ことばの奥にある心に耳を傾けることの
大切さを思わずにはいられません。

ボランティア活動を通して、学びと経験、聴く力、優しさや思いやり、私自身も
成長させていただきました。本当にありがとうございました。

（元スタッフ N.・F）



もう何年前になるんでしょうか…

子どもの声を聴きたいと、ようやくチャイルドラインの養成講座を受
講し、OSAKAのメンバーに仲間入りさせてもらって、篤い仲間と出会い、

ミーティングでたくさんのことを学び、貴重な時間を共有させていただ
きました。
自分の住んでいる町にもチャイルドラインが欲しいと思えたこと、

何とかここまでやってこれたのも、私の中に「OSAKA時代」があったから
こそ。今は感謝の気持ちでいっぱいです。

これからも、子どもたちがより良い環境で過ごせるようともに頑張っ
ていきたいです。
祝！20周年。

（元スタッフ O・.S）

私のチャイルドラインへの想いは

学校では教えてもらったことのない「人権（じんけん）」というものを
身体感覚で学んだ場といえると思います。

押し付けでもなく、放ったらかしでもなく、良い加減の距離感を感じら
れた場です。

子ども情報研究センターとの出逢い（チャイルドライン）は今の私の原
点です。
多くのあたたかい出逢いに感謝です。

（元スタッフ D・H）



チャイルドラインOSAKA20周年おめでとうございます。

私は、10年ほど前にチャイルドラインOSAKAの受け手や支え手、
運営スタッフもさせていただいていました。現在は大阪の小学校
で、教員をしています。学校教育の中でも子どもの声を聴きなが
ら学級づくり、学校づくりをしたいと、子どもとともに授業計画
を考えたり、学級の机の配置を考えたりと試行錯誤の毎日です。
チャイルドラインのカードが学校に届いた時は、懐かしさを感じ
ながら、子どもたちにチャイルドラインについて説明しています。

チャイルドラインOSAKAの「受け手養成講座」を受けたのが今か
ら14年ほど前になります。その後運営スタッフとしてもかかわる
ことになりました。当時は、チャイルドラインの認知度も今ほど
ではなく、「大阪府内に住む全ての子どもにチャイルドライン
カードを届けよう」と大阪府内のチャイルドラインと協力して活
動したことが記憶に残っています。ボランティアのスタッフさん
とともに、大阪市と大阪市から北の市町村すべての教育委員会に
電話をかけたり直接訪問したりしました。2年くらいかけて大阪府
内全ての市町村にカード配布出来た時の達成感でボランティアス
タッフさんと喜びあいました。

他にも著名人に絵馬にメッセージを書いてもらってチャイルド
ラインの広報をした「夢メッセージ展」など、たくさんの思い出
がよみがえります。

子どもの持っている力を信じて、アドバイスしない、話を最後
まで聴ききるチャイルドラインOSAKA。受け手養成講座で、子ども
の権利に今まで触れたことがなかった人が、その考え方を知り、
悩み苦しみながらも、子どもとの向き合い方が変わっていかれる
姿も何度も目にしました。活動が続くことで、子どもの声を聴け
るおとなが増え続けることも本当に意味のあることだと思います。
チャイルドラインOSAKA20周年本当にすごいことだと思います。
チャイルドラインOSAKAの活動がこれからもずっと続いていくこと
を陰ながら応援しています。

（E・Y）



チャイルドラインに電話をくれた子どものみなさん、か
つて子どもだったおとなのみなさん、ありがとう。みな
さんがチャイルドラインにつながってくれて、今、私も
チャイルドラインで活動ができています。これからも、
チャイルドラインに電話してくれる子どものみなさんの
話を聴くことができるように、そして、これからも話を
聴いてほしい子どもが十分に話をきいてもらえるように、

ずっとチャイルドラインが続いていきますように。
（F・Y）

チャイルドラインの活
動を通して、子どもた
ちはおとなや社会から
見えないところで様々
な悩みや思いを抱えて
いると気付きました。
まだまだ経験浅く緊張
しながら電話を取るこ
とが多いですが、少し
でも「電話して良かっ
た」と思ってもらえる
ような聴き手になれる
よう頑張っていきたい
と思います。

(I・K)

電話越しの子どもたちの今の思いを聴き、共
感することで、子どもたちが一歩前へ進むこ
とができたらいいなとの思いで、これからも
頑張りたいです。

(M・K) あなたのココロ
の小さなヒカリ
になりたい！

（Y・N）

知人スタッフからの紹介で養成講座を受けました。当時、
高齢者にかかわることが多かったので、子どものことにか
かわり、自分の中でバランスを取りたいなと思っていまし
た。活動を始め、こんなに率直な子どもの声を聴くことは
他になかなかないだろうなと感じています。

子どももおとなも、なぜか忙しく過ごしています。チャイ
ルドラインでつながっている時、子どもは、せかされるこ
となく、否定されることなく話し、私たちはその声をじっ
くり聴きます。

そんな時間を、これからも大切にします。（ S・.K）



小学生から、大好きな友だちに、意地悪なことを
言ってしまったと、泣きながらの電話でした。
自分が悪かったと、謝ったけど、許してくれない。

家にも行ったけど、もういいよって言ってくれた
けど、会ってくれない。と、そんなことだったと
思います。

泣きながらも、自分がしたこと、謝ったことを話
してくれました。

ただ、うんうん、そうかそうか、と聴いていまし
た。
情景が見えるようで、切なくなってきました。
「あなたはどうしたいの？」と聞いたら、
「わからない」と、、、。

家まで行っても会ってくれないのなら、ほかにも
友だちはいるから、ほかの友だちと遊んだらどう
かな？そんな提案をわたしが言ったら、

「嫌だ！！！〇〇が好き、一緒に遊びたい」と、
泣きながら、でも、はっきりと力強く話してくれ
ました。今も、その声が聴こえてきます。
「じゃあ、どうしたい？どうしよう....」と、受け

手のわたしも、どうしたものかと思いながらもう
一度たずねたら、

「もう一回、〇〇のお家に行って謝る」と、涙声
でしっかり話してくれました。

「そうか。一緒に行ってあげたいけど、わたしは
遠いから行けないけど、言いに行けるかな？」と、
言ったと思います。

はっきり、「うん、行ってくる」。それから、涙
声で「ありがとうございました」で終わりました。

その子の横に、家の人がいらしての電話だった気
配を感じました。「近くにいたら一緒に行ってた
やろ。わたしも行ってるわ」と、支え手さんと、
泣き笑いしました。

まだ、携帯電話が珍しかった頃の、何年も前の電
話でした。自分以外の人のことを、あんなに一所
懸命に思えることってステキだ、と、今も忘れら
れない電話です。

（ペンネーム なごみの子）



チャイルドラインOSAKAが20周年ですか
おめでとうございます。
感慨深いものがあります。

その頃、私は子育ての相談に携わらせてもらっていたと思います。
おとなの話の向こう側にいる子どもたちの声をききたいと思い、
「子どもアドボキット養成講座」に応募しました。

その時は、アドボキットって何？どうして子どもの電話相談に必要な
の？と思っていました。

講座を受けて子どもの代弁者たるおとなが必要なのはわかるような気が
しましたが、自分がそれになりえるのかは自信がありませんでした。

実際、子どもの中には、話してくれない子もいたので、おとなとは違う
姿に戸惑ったことを覚えています。

まわりのおとなが子どもの話を聴けるようになり、チャイルドラインが
無くなる方がいいときいたことがあります。

そうなれば良いのかもしれませんが、まだまだの社会のような気がする
のは残念です。

現在、チャイルドラインの受け手としての活動は遠のいてしまっていま
すが、その精神は、子育て相談や保育にも活かせてもらっています。

今回、その原点を改めて憶いださせてもらってありがとうございました。

（G・Y）

...



隔月『はらっぱ』（2016年4月〜
2019年2月）では部門ニュースの中
で日々の活動の報告やスタッフの
思いを記事にまとめました。

子どもの意見表明
を保障するチャイ
ルドライン。

知らず知らずに子
どもの権利を奪っ
ているおとなとい
う立場や、力関係
を自覚することか
ら活動を始めてい
ます。



チャイルドラインの電話の
受け答えに「正解」はあり
ません。1本電話を受けて
は支え手とふりかえり、受
け手の気持ちを落とし込ん
で次の電話に向かいます。

いろんな受け手がいるから
こそ、いろんな子どもの話
に耳を傾けることができる

のだと思います。



「子どもたちの生の声を聴きたいけれど、『子ども代表』のよ
うな立場だと本音が聞けないかもしれないね」・・そんな思い
から、子ども時代を過ぎてまだ日の浅い若者たちにいろいろ聞
いてみよう！と企画した公開講座でした。いろんなツテ（？）
を使って集まってもらった若者たちは、お互い初対面にもかか
わらず、自分の言葉で忌憚のない意見を話してくれました。



「誰か私たちの話を聴いてください！！」演劇の中で何度も繰り
返されるセリフは、スクリーンを通してこちらの胸に迫ってきま
した。

電話をかけてくる子どもたちも「誰か」を求めているんだな、と
改めて考えさせられました。「声」の力を感じる作品でした。た
くさんの言葉はいらない。伝えたい思いを受け止めたい誰かがい
る。そんなふうに人と出会い、繋がれる社会であってほしいと願
います。





20周年おめでとうございます！
「OSAKA」さんとの出会いは、「すいた」設立の際の養成講座でした。

初めて足を踏み入れるチャイルドラインの世界。難しそうで活動するのは
私には無理だろうな、と思ってたのですが、「OSAKA」さんの子どもたちに
向けられる眼差しの暖かさにやられました。
これからの節目も一緒に迎えられるように「すいた」もがんばります。

（チャイルドラインすいた）

チャイルドラインOSAKAのみなさま、20周年おめでとうございます。

20年という長い間、共にたくさんのこどもたちの声を聴き、気持ちに寄り
添い続けられたことを大変うれしく思っています。
またお会いするたびにこどもを大切に思うひたむきな姿勢に感化され、
私も頑張ろうと思えました。感謝の気持ちでいっぱいです。
ありがとうございます。

これからも「チャイルドライン」がこどもの心の居場所であり続けられる
ように共に活動していきましょう。末永くよろしくお願いします。

（チャイルドラインいずみ）

２０周年おめでとうございます！
チャイルドライン仲間として心強い存在に感謝しています。

これからも子ども主体の子どもの権利が守られる社会を目指し益々のご発
展を！

（チャイルドラインとんだばやし）

大阪連絡会より～ともに子どもの声を聴く仲間として



大阪連絡会より～ともに子どもの声を聴く仲間として

チャイルドラインOSAKAさん

20周年おめでとうございます。先を行くみなさんがいて、続い
ていく私たちが歩んでいけます。

やればやるほど課題にぶつかる日々ですが、「聴く」ことで救
われる子どもたちがいることを信じて、これからも聴き続けて
いきましょう。

（チャイルドラインはらっぱ）

20周年おめでとうございます！！

私たちは、開設当初のころ、OSAKAさんと養成講座を合同で開催
していただき、活動のお手本のように後を追って活動してきて
今に至っています。

私たちにとって灯台のような存在です。これからも、ますます
のご活躍を願っています。

（チャイルドラインひがしおおさか）

大阪連絡会とは・・？

大阪府内にある6つのチャイルドライン実施団体の総称。
3か月に一度の情報交流の場で意見交換や合同研修などを行う。
毎年、合同で大阪府立高校、私立学校へのポスター配布(約400枚)。

2015年に起きた寝屋川市中1男女殺害事件をきっかけとし、府内の子ども
向けカード未配布地域への広報にも取り組む。



理事より～チャイルドラインOSAKA２０年に寄せて

「子どもの権利条約」が根づく社会づくりを考える中で、世田
谷の取り組みに学ぶことが多く、チャイルドラインにも出会いま
した。

子ども情報研究センターが発足してまず取り組んだのは「子育
ての共同化」ということでした。「子育て」というと何か母親の
領分というイメージがありますが、本来子どもを育てる（＝子ど
もが育つ）という営みは、家庭の中で、さらに家庭と社会とのつ
ながりの中で、子どもとおとながいっしょに生活していくという
ことだったと思います。それが、工業化・都市化の進行に伴って、
家庭は社会から切り離され、個別家庭の内に母親と子どもが押し
込められていった状況を変えようという取り組みでした。

子どもの生活の中に、家庭の枠を越えていろんな人との出会い
の場がいろいろあるといいな。しかも、当てがわれたものではな
く、子どもの身近にあり、子ども自身が思い立ったときに、自分
が動いて選べる「電話をかける」というツールはとても有意義だ
と思いました。

ただ、20年経って、子どもにとって「電話をかける」という行
為が身近なものなのかどうか、子どもたちの意見をききたいなと
も思います。

「子どもの声を聴く」ってどういうことかなあと迷い続けてい
ます。「話す人―聴く人」という二分法ではなく、「話す主体―聴

く主体」という共同関係を大事にしたい。けれども、「子ども」
と「おとな」には力関係の差が厳存することを忘れてはいけない。
ごまかし・嘘のない「わたし」でありたい、あなたのことを教え
てほしい「わたし」、でも前のめりになることを自戒する「わた
し」・・・。

子どもと向き合うと、いつも「わたし」を問い返すことになり
ます。この分断の世の中でつながってくれたことを喜び、子ども
との対話のライン（回線）を地域社会につくっていく工夫を続け
たいと思います。

田中文子



約 3,000 枚 の

カードを用意で
きます

寄付のお願い

3,000円の
ご支援で

30 枚 の ポ ス

ターを子ども
たちの居場所
へ送ることが
できます

大阪市立学校の
小学生・中学生
へカードを配布
できます

6,000円の
ご支援で

200,000円
のご支援で

チャイルドラインＯＳＡＫＡの活動は市民のボランティアによって成り立っています。
そして寄付金が主な財源です。
子どもの声を聴く活動へのご寄付をお願いします。

寄付金は子どもたちへのカード配布、子どもたちの居場所・学校へのポスター配布、
スタッフのスキルアップのための研修費などに使わせていただきます。

ご寄付いただける方は下記のURLよりお願いします。

https://congrant.com/credit/form?project_id=701

コメント欄にチャイルドラインOSAKAへの寄付とお書きください。

チャイルドラインOSAKAを運営している子ども情報研究センターは寄附
金控除の対象となる公益社団法人です。ご寄付に対しては税法上の優遇
措置が受けられます。

QR

コード

https://congrant.com/credit/form?project_id=701


エリア チャイルドライン名 団体名 連絡先

北海道 札幌市 チャイルドラインほっかいどう チャイルドラインあきた 011－272-3755

青森市 チャイルドラインあおもり チャイルドラインあおもり 070-1355-2678

弘前市 チャイルドラインひろさき チャイルドラインひろさき 090-3129-4581

岩手県 盛岡市 チャイルドラインいわて チャイルドラインいわて 090-9748-7557

宮城県 仙台市 チャイルドラインみやぎ NPO法人チャイルドラインみやぎ 022-279-7210

秋田県 秋田市 チャイルドラインあきた NPO法人あきた子どもネット 090-2995-0313

福島市 チャイルドラインふくしま チャイルドラインふくしま 024-563-4191

郡山市 チャイルドラインこおりやま チャイルドラインこおりやま 024-942-4036

新潟県 新潟市 チャイルドラインにいがた チャイルドラインにいがた 090-6167-4158

栃木県 宇都宮市 チャイルドラインとちぎ NPO法人チャイルドラインとちぎ 028-614-3253

群馬県 前橋市 チャイルドラインぐんま チャイルドラインぐんま 027-289-4365

長野市 チャイルドラインながの NPO法人ながのこどもの城 090-9667-0874

上田市 チャイルドラインうえだ NPO法人シャイン 090-3565-7086

諏訪市 チャイルドラインすわ チャイルドラインすわ 0266-58-3494

佐久市 チャイルドライン佐久 NPO法人チャイルドライン佐久 070-4189-0155

埼玉県 朝霞市 さいたまチャイルドライン NPO法人さいたまチャイルドライン 048-486-7171

千葉県 千葉市 チャイルドライン千葉 NPO法人子ども劇場千葉県センター 043-301-7262

山梨県 韮崎市 チャイルドラインやまなし チャイルドラインやまなし 0551-23-5145

港区 みなとチャイルドライン みなとチャイルドライン 090-7284-0378

江東区 とうきょうかわのてチャイルドライン NPO法人こうとう親子センター 03-3632-1717

品川区 しながわチャイルドライン NPO法人しながわチャイルドライン 03-5462-2868

目黒区 めぐろチャイルドライン NPO法人めぐろチャイルドライン 03-6712-7773

世田谷区 せたがやチャイルドライン　　 社会福祉法人世田谷ボランティア協会 03-5712-5101

中野区 チャイルドライン 中野子ども電話 チャイルドライン 中野子ども電話 080-3919-0489

杉並区 チャイルドラインすぎなみ チャイルドラインすぎなみ 090-6012-3903

八王子市 チャイルドライン八王子 子どもの電話★21 NPO法人子どもネット“八王子” 042-683-0078

八王子市 八王子チャイルドラインコッコロ NPO法人八王子チャイルドライン 090-4417－3355

立川市 チャイルドラインたちかわ チャイルドラインたちかわ cl.tachikawa@gmail.com

武蔵野市 チャイルドラインむさしの NPO法人チャイルドラインむさしの 080-5679-5100

狛江市 こまえチャイルドライン こまえチャイルドライン 03-3489-4583

横浜市 よこはまチャイルドライン 認定NPO法人よこはまチャイルドライン 045-342-0255

川崎市 かわさきチャイルドライン かわさきチャイルドライン 080-6756-7763

岐阜県 岐阜市 チャイルドラインぎふ NPO法人チャイルドラインぎふ 080-1550-6050

焼津市 しずおかチャイルドライン NPO法人静岡家庭教育サポート協会 054-631-6762

浜松市 はままつチャイルドライン はままつチャイルドライン ykaoki1gmail.com

名古屋市 チャイルドラインあいち NPO法人チャイルドラインあいち 052-822-2801

安城市 チャイルドラインみかわ NPO法人おやこでのびっこ安城 0566-77-7085

三重県 津市 チャイルドラインMIE NPO法人チャイルドラインヘルプラインMIEネットワーク 059-211-0024

南関東
東京都

神奈川県

東海

静岡県

愛知県

北関東
長野県

2022年4月1日現在　38都道府県67団体 準備団体1団体　休止団体2団体

所在地

東北北海道

青森県

福島県

全国のチャイルドライン実施団体一覧

現在チャイルドラインを実施している団体は全国６７団体準備団体１団体休止団体２団体です。
全国で約２，０００人のボランティアが子どもからの声を聴く活動に携わっています。



富山県 富山市 とやまチャイルドライン とやまチャイルドライン愛ランド 090-3764-3666

石川県 金沢市 チャイルドライン・いしかわ 子ども夢フォーラム 076-214-5680

福井県 福井市 ふくいチャイルドライン 認定NPO法人福井県子どもNPOセンター 0776-97-8460

滋賀県 大津市 しがチャイルドライン NPO法人CASN 077-537-5922

奈良県 奈良市 チャイルドラインなら NPO法人チャイルドラインなら 0742-20-0202

京都府 京都市 チャイルドライン京都 NPO法人チャイルドライン京都 075-585-3038

大阪市 チャイルドラインOSAKA 公益社団法人子ども情報研究センター 06-4708-7087

吹田市 チャイルドラインすいた こらぼれチップス 06-6382-0290

富田林市 チャイルドラインとんだばやし NPO法人チャイルドラインとんだばやし 0721-20-0285

和泉市 チャイルドラインいずみ いずみこどもAID 070-8467-2747

東大阪市 チャイルドラインひがしおおさか チャイルドラインひがしおおさか childline.h@gmail.com

阪南市 チャイルドラインはらっぱ NPO法人子どもNPOはらっぱ 072-471-2276

鳥取県 倉吉市 チャイルドラインうさぎのみみ チャイルドラインうさぎのみみ 090-6432-2967

岡山県 岡山市 チャイルドラインおかやま NPO法人チャイルドラインおかやま 086-956-3700

広島市 ひろしまチャイルドライン NPO法人ひろしまチャイルドライン子どもステーション 082-233-8655

福山市 チャイルドラインびんご 子どもサポネット「ハートフル」 090-8712-1803

宇部市 チャイルドラインやまぐち NPO法人子ども劇場山口県センター 0836-32-4287

岩国市 チャイルドライン岩国ステーション チャイルドライン岩国ステーション 080-1636-1135

下関市 チャイルドラインしものせき チャイルドラインしものせき 083-256-6888

徳島県 徳島市 とくしまチャイルドライン とくしまチャイルドライン 088-669-2776

愛媛県 松山市 チャイルドライン　ハートコール・えひめ 子ども電話「ひびき」 089-923-9558

高知県 高知市 チャイルドラインこうち チャイルドラインこうち 090-2788-9977

北九州市 チャイルドライン北九州 NPO法人チャイルドライン北九州 090-7924-5036

福岡市 チャイルドライン「もしもしキモチ」 チャイルドライン「もしもしキモチ」 092-734-1540

長崎市 チャイルドラインながさき NPO法人チャイルドラインながさき 095-801-5521

佐世保市 チャイルドラインさせぼ チャイルドラインさせぼ 0956-24-0214

大分県 大分市 チャイルドラインおおいた チャイルドラインおおいた 090-3322-3699

宮崎県 宮崎市 チャイルドラインみやざき NPO法人チャイルドラインみやざき 0985-41-8228

鹿児島県 鹿児島市 チャイルドラインかごしま チャイルドラインかごしま cl-kagoshima_200926@po3.synapse.ne.jp

山形県 鶴岡市 チャイルドライン庄内 NPO法人しぇば

島根県 松江市 チャイルドラインしまね チャイルドラインしまね

岡山県 笠岡市 チャイルドラインかさおか チャイルドラインかさおか

準備団体

休止団体

北陸近畿

大阪府

中国四国

広島県

山口県

九州

福岡県

長崎県

～子どもの生きやすい社会をめざして～
チャイルドライン支援センターでは全国のチャイルドライン実施団体と
協働し、子どもの「声」から気づいたことを社会に発信し、子どもの育
つ環境が整うことを目指しています。
チャイルドライン支援センター
TEL: 03-5946-8500（平日10時～17時） FAX: 03-5946-8501
Email: info@childline.or.jp



あとがき

私たちは子どもからの電話を受けた後、電話の内容・電話を受けて感
じていること・考えていることなどを、支え手(安心して電話を受けられる
ように支え、対応など一緒に考えるスタッフ)に話す「ふりかえり」を丁寧
に行っています。
今回、20周年記念冊子を編集する過程で、活動にとって大切な「ふり
かえり」ができました。
立ち上げ期から初期のエネルギー、かかわってきた多くのスタッフの
思い、いろいろな形で支援してくださった方々の存在はこれからの活動
の支えとなります。
「子どもの声を聴く」というチャイルドラインの活動は子どもにかかわる
活動の基本と自負しています。一緒に活動する、寄付という形で支援す
る、広報する、などの声をお待ちしています。また、活動中の私たちは
気がつかず、周りからは見えることもあると思います。忌憚のないご意
見もお寄せください。
最後に、チャイルドラインに興味を持ち、この冊子を読んでくださった
みなさん、ありがとうございます。

スタッフ K



子どもの声を聴き続けて
チャイルドラインOSAKA
常設20周年記念誌
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